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1．はじめに
一昔前まで、経済学における実証分析といえば「マ

クロデータ」を用いた分析が主流であった。マクロデ

ータとは、統計調査によって得られた個々の企業や家

計の情報を集計したデータのことを指し、代表的なも

のとしてはGDPや鉱工業生産指数などが挙げられる。

90年代半ばまで、データを用いた経済分析の大多数

が、そのようなマクロデータを用いた分析であった。

一方、集計される前の個々の企業や家計の情報を含ん

だ「ミクロデータ」1を用いた研究は、データへのアク

セスが大幅に制限されていたこともあり、あまり行わ

れてこなかった。しかし近年、経済学における実証分

析としては、ミクロデータを用いた分析が主流になり

つつある。わが国でも、統計法の改正などにより公的

統計が以前よりアクセスしやすくなったこともあり、

ミクロデータを用いた実証分析が盛んにおこなわれる

ようになった。ミクロデータを用いた研究は、経済社

会総合研究所における研究活動においても重要な位置

を占めるようになっている。本稿ではミクロデータを

用いることの意義と、ミクロデータを用いて研究所で

行われている研究の一例を紹介する。

2．ミクロデータを用いた実証分析の意義
ミクロデータを用いることのメリットとは何であろ

うか2。個々の経済主体（個人、家計、企業）の情報が

集計されてしまったマクロデータで見ることができる

のは、関心のある経済変数が時間とともにどのように

変化してきたか、および複数の経済変数の変化がどの

ように連動しているかということだけである。例え

ば、消費と所得の関係に注目すると、マクロデータか

らわかるのは日本全体で消費と所得がどのように推移

し、消費の推移と所得の推移がどのように連動してい

るか、といったことである。しかしミクロデータを用

いれば、どのような属性（年齢、性別、学歴など）を持

つ人が、どのくらいの所得を稼いで、どのくらい消費

しているのか、といった詳細な情報がわかる。そのよ

うな情報を用いることで、より詳細で丁寧な分析や、

マクロデータでは不可能な分析を行うことが可能とな

るということが、ミクロデータを用いることの最大の

メリットである。以下では、そのような研究の例とし

て、私が所属する研究グループで行っている貯蓄率と

豊かさの関係に関する分析（Hori et al.（2014））の一

例を紹介したい。

3．家計の「豊かさ」と貯蓄率に関する分析
この研究の目的は「お金持ちほど、稼いだ所得から

より多くの割合を貯蓄にまわす」という仮説を検証す

ることである。このテーマは、特に日本の再分配政策

に関する議論において一つの大きな焦点となる。たと

えば、消費税については、「貧しい人ほど、所得の中か

ら貯蓄に回す割合（貯蓄率）が低く、消費の割合が高

いのだから、消費税は貧乏な人ほど所得に対する負担

が重くなる」という議論が頻繁に持ち出される。しか

し、そもそも「貧しい家計ほど貯蓄率が低く、裕福な

家計ほど貯蓄率が高い」という仮説は正しいのだろう

か。貧しい人ほど経済的に余裕がないのだから、その

分貯蓄できないというのは当然のことであると考える

人も多いかもしれない。しかし、もし家計が生涯で稼

ぐ所得の総額（生涯所得）に占める遺産（として使い

残す）額の割合に家計間で大きな差がないのであれば、

生涯で稼ぐ額と生涯で消費する額の割合にも差がない

ということになるので、生涯を通じた貯蓄率は生涯で

稼ぐ額の多寡とは関係なく家計間でほぼ同じになるは

ずである。このように考えると、この仮説は経済学的

には決して自明ではなく、データを用いて慎重に検証

する必要がある。我々は、この仮説が正しいのか否か

を検証するため、こうした家計の「豊かさ」と貯蓄率

の関係を、ミクロデータを用いて詳細に分析している。

この分析の難しさは、「豊かさ」や「貧しさ」をどの
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ような基準で評価するか、という点にある。例えば、

ランダムに抽出された個人・家計の生涯所得がわかれ

ば、それを用いて「豊かさ」を測ればよいが、残念なが

ら特定の個人や家計の一生涯をカバーするほど長期に

わたって調査した統計は存在しない。そのため、ある

一時点、もしくは（それほど長期間ではない）複数の

時点のデータから得られる情報から「豊かさ」を測る

必要がある。それでは、例えば（ある一時点もしくは

一定期間における）所得を「豊かさ」の指標として用

いるのはどうだろうか。しかし、所得が低い人を「貧

しい人」と定義してしまえば、年金で生活するお年寄

りはみな「貧しい人」ということになってしまう。そ

れでは、資産の少ない人を「貧しい人」と定義してみ

るのはどうだろうか。すると、資産を蓄積していない

若い人はみな「貧しい人」ということになってしまう。

また、所得が比較的高い家計であっても、生活費が割

高な都心に住んで子供をたくさん育てていれば、裕福

な生活は送れていないかもしれない。このように考え

てみると、家計もしくは個人の「豊かさ」を測るため

には、各家計や個人について年齢や居住地等をはじめ

とする様々な「属性」を考慮しなければならないこと

がわかる。そのため、仮説の検証には、個人および家

計の「属性」の情報と、家計の豊かさに関係した情報、

および貯蓄率の計算に必要な情報（所得と消費）を含

んだミクロデータが必要となる。そのようなミクロデ

ータとして、我々は、これまで独自に実施したアンケ

ート調査である『家族とくらしに関する調査』と公的

統計である『家計調査』のデータを用いて分析を行っ

てきた。

『家族とくらしに関する調査』と『家計調査』は、調

査対象となった世帯の所得・消費をはじめとする多種

多様な情報を含んでいる。我々はそのような情報の中

から、特に生涯所得と関係が深いと考えられる変数を

取り出し、それらを用いて豊かさの指標を作成してい

る。個々の指標に関する説明は省くが、例えば前に挙

げた所得や資産以外に、消費、学歴、職歴などは重要

な指標となりうる。また我々の独自の指標として、各

家計が購入した財の価格を用いた指標というのも用い

られている。これは、同じお米でも高いお米を買って

いる家計はお金持ちで、安いお米を買っている家計は

貧乏であるとみなすという方法であり、各家計が購入

した財の量と支払った金額の両方が得られる家計調査

のデータならではの変数といえる。各個人の年齢をは

じめとする属性を慎重に考慮したうえでこれらの指標

を用いれば、完全ではなくとも、大まかには「貧しい

人」「裕福な人」を識別することができる。

それぞれの指標には一長一短があり、どの指標によ

って得られた結果が正しいかを断定することはできな

いが、概していえることは、貯蓄率の差は世間で言わ

れているほど顕著ではないということである。より具

体的には、たしかに現役世代ではより裕福な家計ほど

貯蓄率が高いといえるが、差はとても小さく、既に引

退している世代では差がないか、むしろ裕福な家計ほ

ど貯蓄率が低い可能性すらあることがわかった。この

ことは、若いうちにたくさん貯蓄に励んだ家計は、引

退してから多めに消費するという傾向にあることを意

味 す る。こ れ は 欧 米 の デ ー タ を 用 い た 先 行 研 究

（Dynan et al,（2004）など）では見られない傾向であ

り、とても興味深い。もちろん、前述のように「豊か

さ」の識別は困難であり、はっきりとした結論を得る

にはまだまだ検証の余地があるものの、我々がいまの

ところ得た結果は、消費税の所得に対する負担割合に

は著しい偏りはないということを示唆している。

4．おわりに
本稿では、ミクロデータを用いた研究の意義と、ミ

クロデータを用いた研究所の研究活動について紹介し

た。アメリカなどの諸外国に比べると、日本における

ミクロデータの利用可能性にはまだまだ多くの制約が

ある。今後それが解消され、政策の立案や制度設計に

役立つ実証分析が盛んに行われることが期待される。
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